TOYOTOM! 

M ス f — ス 


レインボー 型式 


取戀原書 
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アール エル 


幽然通気形 
開放式石油ストーブ 



このたびは本機をお買い求めいたださ 

まことにありびとラございます。 

♦ご使用になる前に、必ずこの「取扱 
説明書」をよくお読みいただを、 
正しく使用してください。 

この r 取扱説明書」は、大切に保管 
しておいて < ださい。 

•取扱説明書を紛失された場合は、 
お買い求めの販売店にご相談くださし、。 

•緊急時にあかりとして使用される 
とさは、上部及び周囲に可燃物が 
ないこと、ガス漏れなどがないことを 
確認してください。 
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のち全のために必ずお守りください 


•お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ざ、製品をを全に正しく使用するために、必ずお守りし)ただくことを説明しています。 
•ここに示した表示は、誤った使しめすこをしたときに生じるを害や損害の程度をなの表示で区分し、説明してし巧す。 


A 筒埃 ( DANGER ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラを険、または 
乂巧のを険び差し迫って生じることび想定される内容を示しています。 

A 警告 ( WARNING ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ可能性、または 
火災の可能性び想定される内容を示しています。 

A ま意 ( CAUTION ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負う可能性や物的損害の 
発生び想定される内容を示しています。 


お守りいただ < 内容を、;欠の絵表示で区分しています。 


0(1)0®(S) 

この絵表示は、「禁止」 
されている内容です。 

A 

この絵表示は、「ま意」 
していただく内容です。 

0 © 

この絵表示は、おずして 
し、ただく r 指示」内容です。 


説明文中の r お願い」 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容び記載されています。 


A 危険 (DANGER) 


★ガソリン使用禁止 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しなし)でください。 
少量の混入でち、乂巧の原因になります。 



A 警告 (WARNING) 


女換気必要 

•換気せずに使用しつづけなし巧ください。 

酸素び不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中毒になるおそれびあ 0 ます。 

また、乳幼おや呼吸器疾患などのかたは、体調不良になるおそれびあります。 

•使用中は必ず 1 時間に 1 〜 2 回 （ 1 〜 2 分)換気して、新辭な空気を補給して < ださい。 

•換気する場合は、換気扇を使用したり(換気扇を使用する場合は、離れた位置の窓を開けないと充分な 
換気びでさない場合びあります。） 2 力所(上の(風の出入りのある)開□部を設けると効率よく換気でさまず。 
窓び凍結していたり、地下室などで換気び充分におこなえない場所では、使用しなしでください。 



★スプレー生啟禁 

スプレー宙やカセットこんろ用ボンベなどを、ストーブの上や周囲に放置しなし巧ください。 
熱で宙の圧力び上びり、爆発し、を険です。 



女力ーテン、寝具など可燃物近接厳禁 

•カーテン、布団やち巧などや燃えやすいちののそばでは使用しないでください。 

火災の原因にな0ます。 

ストーブの周囲に可燃物を置かないで<ださい。 

ストーブの熱気で着火して、火がの原因にな 0ます。 _, 

•可燃物との離隔距離については P 3 の み可燃物（木壁、合板、ふすまなど）との距離を離す I の 

記載内容を参照して < ださい。 



★巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用しないでください。 

巧類び乾燥すると、ストーフの熱気でゆれて落下して火びつを、乂巧の原因にな D ます。 



★寝るとさ消义 

寝るときや外出するときは、必ず火び消えてしぶことを確認してください。 
また、人目の届かなし)ところでは、使用しないでください。 

予想しない事故び発生するおそれびあ D ます。 



〇 

消义 


女給油時消义 

給測ま、必ず消火していることを確認し、ストーブの温度び充分に下びってから、他に火の気の 
ない所でおこなってください。 

火災の原因にな 0 ます。 



女可燃性ガス使用厳禁 

ストーブを使用している部屋で、可燃性ガスび発生するちの（ガソ U ン、ベンジン、シンナー）や、 
スプレーを使巧しないでください。 

火巧の原因になります。 



★空だを厳禁 

なべ、やかんやフライノ ':ンなどは、空だきしなし巧ください。 
空だをすると火災の原因になります。 
























































































A 警告 (WARNING) 

★燃焼筒は正しくセットずる 


点火操作後、外炎筒つまみを左ちに2〜3回動かし、燃焼筒が正し<、しん調節器にセット 
されているか、しんの上にのっていないかを必ず確かめて<ださい。 

燃焼筒が正しくセットされていないと、異常燃焼し、火災になるおそれがあります。 

マッチ点火の場合は、燃焼筒のセットを確認するとともにマッチの燃えかずを、しん付近や 
ス I -ーブ巧に落としたり、置台の上に置かないでください。火災の原因になります。 

マッチや点火用ライターなどの特に引火性の高いち)のは、ス I -ーブ及びその周囲に絶対に 
^置かないでください。火災の原因になります。 



A ま意 (CAUTION) 


★大なべ禁止 


•天板からはみ出すような大きななべ、鉄板などをのせなし)でください。 

内部に熱びこちったり炎び横にのびたりして異常燃焼のおそれびあります。 
♦不ま定なやかん、なべなどは使用しないで < ださい。 

転倒するおそれびあります。 


★やかんやなべなどの使用ま意 


•やかんやなべなどをのせた場合は、細むのま意をして < ださい。 

振動や接触によって、やかんやなべなどの熱湯びこぼれ、やけどをしたり、ガラス外筒び割れたり、 
異常燃焼(立炎)の原因になります。 

•吹きこぼれたり、煮こぼれたりした場合は、お買いホめの販売店に点検を依頼してくださし、 
ガラスが筒び割れたり、ストーフの故障の原因になります。 



★ガラスが筒の割れ使用禁止 


ガラス外筒び欠けたり、割れて破損したままの状態 
では、絶対に使用しないでください。 

異常燃焼を起こしたり、すすび発生するおそれび 
あります。 


0 

使巧禁止 


★不良な油使用禁止 


変質な油（持ち越したな油など）、不純灯油（打油 
し U 外の油•水•ごみびミ居入したな油など）などの不良 
灯油を使用しないで < ださい。異常燃焼や故障 
(しんび下びらない、点火でをない、火び消えない） 
の原因になります。 


0 

禁止 


★燃焼中移動禁止 


火のついたまま持ち運ばないでください。 

やけどのおそれびあります。また、転倒すると乂巧になるおそれびあります。 



★移動•運搬するときのま意 


•ストーブを移動させる場合は、必ず消火し、ストーブの温度び充分に下びってから、つり手を持ち 
製品をつり下げて傾けないように静かに移動してください。つり手を斜め、横ち向に倒して持ち上げると、 
つ D 手が很けて製品び落下してを険です。 

♦修理•引越しなどで、ストーブを運搬される場合は、電池ケースから乾電池を取りはずして、 
ミ由タンクのな油を抜いてください。 

運搬の途中で灯油びこぼれて、周囲を巧すおそれびあります。 



★反射板推)を持たない 


反射板(笠)は持たないで < ださい。 

反射板(笠)び変あしたり、製品び落下したりしてを険です。 


★異常•故障時使用禁止 


油漏れやにおい、すすの発生、炎の犬態など異常や故障と思われるとさは、使用しないでください。 
事故の原因になります。緊急の場合でちあわてずに、しんを下げて消火して < ださい。 


★高温部接触禁止 


•燃焼中や消火直後は、高温部、天板（ストーフの上面）及び反射板(笠)やガードに手などふれないよラに 
ま意してください。 

•燃焼中は必ずつり手を降ろしてください。やけどのおそれびあります。 

•やかんやなべの取っ手は、加熱している場合ちありますのでやけどにミ主意して < ださい。 



★ふ<射熱に長時間あた5ない 


ス I -ーブの間近でふく射熱に長時間あたりつづけると、化温やけどや脱水症状になるおそれびあります。 
とくに幼いお子様やお年寄り、病気や体の不自由なちなどの暖房には充分に注意してくださし、 


A 

やけどま意 


★ほこりの除去 


燃焼部周辺や置台、製品内部のほこりをとをどを掃除 
して < ださい。 

ミ由タンクの下から燃焼用空気を吸い込みますので、 
紙やビニールなどを入れないよラにま意してください。 
ごみ、ほこりび堆積すると、異常燃焼や火災の原因に 
なります。 


〇 

点検 


★ま全装置の作動確認 


使用開始時と、使用中は1箇月に1回な上、巧震自動 
消火装置を作動させて確実に消火することを確かめて 
<ださい。 

確実に消火しないとをは使用しないで、すぐに修理 
してください。 


〇 

巧認 






























































































のを全のために必ずお守りください 


A ま意 (CAUTION) 


★純正部品の使用 

しんなどの部品は、必ずトヨト5純正部品(指定された部品)を使用してください。 

純正部品を使用しないと、ストーブの性能を損なうばかりでなく、故障や予想できない事故び発生するおそれびあります。 


★点义前のま意 

使いはじめや、しんのお手入れをした後は、しんに充分灯油びなじむよ5、給油してから約20分待って、点火して < ださい。 
しんに充分が由びなじんでいないと、しんの上下操作び重くなったり、点火や消火びできなしにとびあります。 


〇 

指示 


A 

ま意 


★分解修理•改造の禁止 

故障、破損したら使用しないで < ださい。 

ス I -ーブは絶対に改造して使用しないでください。 
部品び欠品した状態では使用しないで<ださい。 
不完全な修理や改造はを険です。 


分解禁止 


★お子様やお年害りのご使用に注意 

お子様やお年寄0、体の不自由なかたびお使いになる場合は、ストーフの取扱い、部屋の換気、高温部への 
接触によるやけど、化温やけどや脱水症状などについて周囲の人び充分にま意して < ださい。 


〇 

指示 


★イ呆管時にしていただくこと 

•長期間使用しないとを、またはな管するとをは、必ずな油を抜いて、電池ケースから乾電池を取りはずしてください。 
傾けたり、横倒しの状態ではイ呆曽しなし巧ください。 

火災のおそれびあ0ます。 

•しんの手入れ(から焼をク1」一ニング)は、風びあたる場所ではおこなわないでください。 

火災のおそれびあります。 


〇 

指示 


★廃棄するとを 


ストーブを廃棄処分するときは、必ず油タンク内の灯油を抜き取り、電池ケースから乾電池を取りはずしてください。 
(1111「揉管 I 参昭 ） 

灯油や乾電池び入ったまま廃棄すると U サイクルの際、予想しない事故び発生するおそれびあります。 


〇 

指示 


★巧の場所では使用しない 


乂巧や予想しない事故や故障の原因になります。 


風のあたる場所、部屋の出入□、屋外 


0 


r 水平でない場所、不安定な場所） 

•傾斜した場所や振動の激しい所では、使用しないで < ださい。 

巧震自動消火装置び誤作動することびあります。 

参しっかりしたじよ5ぶな床面で使用してください。 

•移動車両の中や、不ま定な台の上で使用しないで < ださい。 
転落したり、火災になるおそれびあります。 

( 暖炉などストーブび囲われる場^ 

暖炉や押入れに入れての使用など、特殊な使いかたをしないで < ださい。 
火巧の原因にな D ます。 

( ほこりや湿気のをい場所） 

粉類や繊維を取扱ラ場所や温室•養鶏場など、塵やほこりのをい 
場所では使用しないで<ださい。 

燃焼用空気を取入れる箇所び目づま〇状態になり、異常燃焼を 
起こすおそれびあります。 

0豆室•飼育室など人のいない場所） 


•風のあたる場巧や屋外では使用しないで 使用禁止 
<ださい。 

炎び出てを険です。掃除機の排気びあたらない 
よ5注意してください。 

•部屋の出入□など人の通る場所、人びぶつかったり 
つまずく場所で使用しないでください。 

転倒して事故や火災び起さるおそれびあります。 

( 不安定な物をのせた棚などの下） 

落下物により火災び起さるおそれびあります。 

c 直射曰光のあたる場所、温度の高い場所^ 

•異常燃焼を起こすおそれびあります。 

♦油タンクの灯油びあ&れ出て火災のおそれびあ0ます。 

( 可燃性ガスの発生する場所、またはたまる場所） 

爆発や火巧の原因にな0ます。 

高地 ( 1300 mlU 上の場所)） 

酸素濃度び薄いので異常燃焼を起こすおそれびあります。 


使用環境の変化で、予想しない事故び発生するおそれびあります。 

C 理•美容院、クリーニング店などスプレーや化学薬品を使ラ場所^ 

化学薬品びストーブの熱で変化し、ストーブの故障や、腐食性ガスの 
発生により金属'鏡ボラスなどを傷める原因となります。 


★可燃物(木壁、合板、ふずまなど)との距離を離ず 

•ストーブから可燃物との距離は、ち図の指定しツ上の距離をなつよラにして < ださい。 
•ストーブ上ちの棚などとの距離は必ず1 m しツ上離して < ださい。 

•上ちの棚などからの落下物びなしなうにしてください。 

•カーテンなどび風でゆらいでちストーブにふれないよ5にして < ださい。 

參家具などからはち図の指定しツ上の距離を離して < ださい。 

熱で変おや変色、自然発火することびあります。 



〇 

距離 





























































































固使用ずる場所 


女効果的に使用するために 


•ストーフは、なるべ < 部屋の中央に置いていただをますと、対流効果によって部屋の温度の 
ムラび少な < なり、効果的な暖房びでをます。 

ただし、部屋の出入□や人の通る場所、風のあたる場所、可燃物のそばには置かないで < ださい。 
•部屋の空気をヴーキユレータなどで巧流させますと、部屋の温度のムラびより少な <なり、 
効果的に暖房びでをます。 

にのときストーブには直接風びあたらなしなうにま意してください。） 



3各部のなまス 















































































































































囲使用前の準備 


ストーブを取り出ず 


包装箱に表示してある r 包装の内容」をごらんになったラえで、包装箱から 
包装巧などを取り除き、製品を傷付けなしなうにつり手を持って持ち上げて 
取り出してください。 


A ま意 

★反射板(笠)を持たない iTN 

反射板(笠)は持たないでください。 

反射板(笠)び変おしたり、製品び落下したりして isrr 
を険でず。 


包装箱や包装ネオはス I -ーブを保管するとをに必要です。取扱説明書ち忘れずに 
な管して < ださい。 


-お願い- 

包装材は可燃物でずか5、必ず取り除いてくださし、。 


2 つり手を正面側にして、つり手のお元を左ちに 
引を抜いてください。 

天板ガードを外し、反射板（笠）の上の包装材 
を取ってください。 

天板を取 D 出して、ガラス外筒の上下にある包装材 
を取り出してから、ガラス外筒を元通りに静かに 
入れて < ださい。 



-お願い- 

ガラスが筒には上下がありまず。 

ぼかしの入つている側を下にして取り付けて 
ください。 


3 


天板の両側にある 
巧とガードの両側に 
あるつ D 手フラケット 
の巧給わせるように' 
天板をガラスが筒に 
かぶせて<ださい。 



4 天板ガードの9本の 
脚を、反射板(笠）の 
9個の巧に入れて 
<ださい。 



燃料 


A 危険 


★ガソリン使用禁止 


ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 
少量の混入でち、义災の原因になりまず。 


© 髮)喔) 

ガソリン！止 


d) 燃料はな油 (JIS1 号な油)を必ず使用してください。 

(§) 不良な油(変質な油、不純な油)は、絶巧に使用しないでください。 


•誤ってガソ U ンなどの燃料を使用したことびねかったとをは、 
あわてずに緊急消火レバーを押して消火して < ださい。 

•変質なミ由(持ち越した打油など)、不純灯油(灯油し U がの油'水- 
ごみび混入した打油など）などの不良打油は、絶対に使用 
しないでください。異常燃焼や故障の原因になります。 

•市販されている助燃剤(添加剤)は使用しないで < ださい。 

異常燃焼を起こすおそれびあ0ます。 

(!) 灯油の保管のしかた 

•巧ミ由はおず火気、雨水、ごみ、高温 
および直射日光を避けた場所に保菅 
してください。 

•巧巧の容器は専用のをれいな容器を 
使用して < ださい。また灯油容器は 
必ず色付をのな油専用容器を使用 
してください。 

•巧油容器内の灯油び少ないと温藤化 
により結露して水びたまることびあります。 

•ドラム宙などで、長期間大量にな管しないで < ださい。 

•お子様の手のとどかない巧にな管して < ださい。 



I 打油とガソリンの見分けかたのポイント 


指先に使用燃料をつけて息を吹きかけます。 
(火の気のない所でおこなって < ださい。） 


〇 ' 打油 

X ガソリン 

ぶ卿 

ぶ卿 

冰乂 li ) 

- 4 な li ) 

濡れたままです。 

すぐに乾いてしまいます。 


良い保管 


悪い保管 


直射日光、雨水び当たらず、 
火気のない;令暗巧へな管。 


直射曰光、雨水の当たる 
ベランダなど、室外のな管。 



変質な油とは 


♦古い打油。（ひと夏持ち越した灯油） 

•曰光の当たる場所や、温度の高い場所に保管した灯油。 

•容器のふたび開けてあったり、乳白色の容器でイ呆管した灯油は変質しやすい。 
•変質のひどいものは黄色はをおびたり、すっぱいにおいびします。 

•変質を防ぐため灯油は翌シーズンに持ち越さなしなラにしてください。 













































































































5 つ 0 手を、正面側からガードの両側に 
あるつり手ブラケットの巧と天板の 
両側にある巧を通して取り付けて 
<ださい。 

つり手び5まく取り付けられない場合 
は、天板ガードの脚び反射板（笠）の 
巧に確実に入っているか確認して 
くださし、。入っていない場合は4項 
からやり直してください。 


6 ミ由タンク底面の脚を、置台の止め板の 
下に、油タンクを回すようにして 
押し込んで取 D 付けてください。 

( -お願い- 

必ず置台を取り付けて使用して < だ 
さい。 


乾電池を取り付ける 



油タンク 



•乾電池は別売です。 

巿版の単二巧乾電池 （2 個）を購入し 
てください。 

I 本体後ちの電池ケースカバーを取0 
I はずしてください。 


市販の単二形乾電池に個）を購入の 
ラえ、電池ケースの©台表示に正し 
く合わせて取り付けてください。 
•充電式電池では電圧び低<着火し 
にくくなります。 

♦新しい乾電池とちい乾電池、種類 
の違ラ乾電池を混ぜて使巧します 
と、点火できなかったり、点火しに 
くくなったり、液漏れや破裂する 
原因になります。 


〇電池ケースカバーを、元通りに取り 

-あ願い - ^ 付けてください。 

製品の輸送中に生じたガラスが筒の破損、燃焼筒の変形、 

ねじのゆるみや、はずれなどびないか調べてください。 



( _ 不純口油とは _ ) 

•灯油し:!がの油（ガソリン、シンナー、天ぷら油、機械油、重油など）びほんの少しでち 
混入した灯油。 

•水やごみび混入した巧ミ由。 



不良な油(変質'打油•不純な油）の見分けかた (2 つのコップ細意して、片方には水を、をう片方に胁油を入れて背後に白し、紙をあてまず。) 


保管期間び短 <、水と同じ無色透明 
なら正常。 


少しでも色びついていたら使用しない。 



紫外線で打油び劣化した時は、灯油び 
変色しにくく見分けかたび難しくなります。 
ひと夏持ち越した打油は無色透明でち 
絶対に使用しないでください。 



変質灯油や不純灯油などの不良な油を使用 
ずると_ 

•変質な油や不純な油などの不良な油を使用しまずと、 
な油の程度にもよりまずが、1~30日のご使用でしん 
にを量の夕ールがたまり、しんの巧端が固くなったり、 
点义しにくくなったり、しんが上下しにくくなったり、 
炎が大きくな5なくなったり、激しいにおいがしたり 
しまず。 

また、消义時にしんが下が S ず义が消えなくなりまず。 

参水の混入した灯油を使用しますと、油タンクに灯油び 
残っていてちがびルさ<なった D 、 しんび上下 
しにくくなった D 、 異常燃焼を起こして激しいにおいび 
した0、火び消えた0します。 

•ガソ U ン、シンナーなど、揮発性の高いちのび混入 
した打油を使用しますと、乂巧の原因になります。 



万一変質好油や不純好油などの不良な油を 
使つたとをの処置のしかた 

1 油タンク内の悪いな油を抜を取り、良質のな油で 
' 内部を2〜3回洗;きしてから良質のな油に入れ 
替えてください。 

(悪いな油び残ってし、ると再発します。） 


P 因]歷 UI ■吕しんの手入れをずる」を参照して、しんの 
C - 先端の固くなっている部分を、ラジオペンチなどで 

軽くつぶしてか6、しんのか S 焼をクリーニングを 

— 

おこなってください。 

3 しんの手入れをおこなってち効果のないとをや、 
水び多量に混入している場合は、しんを取り替えて 
<ださい。 

替えしんについては、販売店までお問い合わせ 
<ださい。 


-お願い- 

変質灯油や不純灯油などの不良灯油び原因でアフターサービスを依頼されたとをは、な証期間中でも有料修理となります。 






















































































囲使用前の準備 


給油のしかた 


給油は、必ず消义していることを®認し、ス I 'ーブの温度び巧分に下げってか5、 
A ^ g 他に义の気のない巧でおこなってください。 
q 义災の原因になりまず。 


〇 

消义 


1給油□ふたを開ける。 

給油□ふたを、左（〇)に回して 
取りはずしてください。 



P 油量計を見なび5給油する。 

参 市販の給油ポンプの先端を 
止まるまで輕く差し込んで、 

ミ由量計を見なびら給油して 
ください。 

(ホースび巧けないよ5に 
手で固定しなびら給油して 
ください。） 

参な油は、油 量 計の r 満」の 
位置まで給油してください。 

「を」 の位置まで入れ過ぎ 
ますと、あふれ出ることび 
ありますので充分にま意して 
ください。 


te 細:の>】ミ臣> 



-お願い- 

♦オート給油ポンプを固定ずる場合は、ホースを油タンク 
にクリップで固定できないので、必ず、ホースが 
給油□か6抜けないように手で固定しなが5使用して 
ください。 

•オート給ミ由ポンプの r 満量位置」の調節は、ポンプの 
取扱説明書に従っておこなって < ださい。 


3 


給油口ふたをしっかり締める。 


•給油□ふたを、も（〇)に回して 
しっか0しめて < ださい。 

♦灯油容器のふたち、しっかり 
しめておいて < ださい。 



/|こぼれたり油はよくふき取る。 

こぼれた灯油は必ずをれいにふを 
取ってください。 

を険ですし、燃焼中に臭気を発生 
する原因にちなります。 


ストーブを使用するとをは、とをどを油量計を見て、灯油びあるかど5か確認し、油量計の針び 「0」 の位置を示す前に給油 
してください。 


点义前の準備と確認 



♦ストーブの上ちや周囲、置台の上に、巧類や紙やマッチなど、可燃物びないことを確認して < ださい。 

可燃物びあると义災のおそれびあります。 

♦ストーブび水平でま定した場所に設置してあることを確認してください。 


燃焼筒のセットを確認ずる 


点火操作をする前には、必ず燃焼筒び正しくしん調節器にセットされているかど5か、が炎筒つまみを 
左ちに2〜3回動かして、スムーズに動くことを確認してください。 



巧震自動消义装置のセット 


しん調節っまみを、 r 燃焼」 のち向（ごつ）に、ゆっくり止まるまで回しますと、巧震自動消火装置び自動的に 
セットされます。 

巧震自動消火装置びセットでをない場合は一旦しん調節っまみを r 消义」 のち向（〇)へ回してから 
おこなって<ださい。 































































固使いかた 


点义のしかた 



使いはじめや、しんのお手入れをした後は、しんに充分な油がなじむよラ、給油してか 5 約 20 分 
待って、点义してください。 

しんに巧分な油がなじんでいないと、しんの上下操作が重くなったり、点义や消义がでさない 
ことびありまず。 ミち意 


A 


•初めてお使いになるとをは、点火後、ストーブに付着しているほこりや油び焼けるにおいびしますび、しばらく使用して 
いただければにおいはな<なります。 

•点火後しばらくの間は、炎びま定せず、「ボッ、ボッ、ボッ」と燃焼音びしますび、異常ではありません。しばらくすると炎び 
ま定し、音びしなくな D ます。 


電池点义のしかた 


電池点义び使えないとを 


1しん調節つまみを r 燃焼」の方向へゆっくり 
回ず。 

•しん調節つまみを、 「燃焼」 のち向（ご））にゆっくり 
止まるまで回してください。 

(しんび上びります） 

•しん調節っまみび、止まらずに戻ってしまう場合は、いったん、 
しん調節つまみを「消火」の 
ち向（〇 ) へ回してください。 

回せない場合やおい場合は、 

しんにタールびついています。 

しん促入れめ巧敵」ーニン巧 
または、新しいしんと交換して 
<ださい。 



P 点义レバーをゆっくり 
押し下げる。 

点火レノ (一を r 点义」 のち向 （♦) に、 
ゆっくり押し下げてくださし、。 
(点火します。） 

着火しにくい場合は、いったん 
点火 レバーを ゆっくり元に戻して 
再度点火操作をして < ださい。 
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义が着いたことを確認する。 


♦火び着いたことを確認したら、 
点火 レバーを ゆっくりはなして 
<ださい。 

♦火び着いた後ち点火操作をし 
たままですと、点火ヒーターび 
切れることびあります。また、 
乾電池の消耗ち早 < なります。 



1しん調節っまみを r 燃焼」の方向へゆっくり 
回す。 

♦しん調節っまみを、 「燃焼」 のち向（ぐつ）にゆっくり 
完全に止まるまで回してください。（しんび上びります） 
参しん調節っまみび、止まらず I こ戻ってしまう場合は、しけたん、 
しん調節っまみを「消火」の 
ち向（〇)へ回してください。 

回せない場合や硬い場合は、 

しんにタールびついています。 

しん晚入れめな敵 U - ニンク） 

または、新しいしんと交換して 
<ださい。 


P マッチや市販の点义用ライターで点义する。 

♦扉を開けて、外炎筒つまみを持ち上げ、マッチや 
市販の点火用ライターなどを使ってしんに火を着けて 
<ださい。 

•たばこ用のライターで点火 
しないで < ださい。 

•マッチで点义した場合は、 

マッチの燃えかずを、しん付近や 
ス I ブ内に落としたり、置台の 
上に置かないでください。 

义災の原因になりまず。 

3燃焼筒のセットを確認ずる。 
-お願い- 

燃焼筒のセットは必ず®認してください。ズレていると 
煙やずずび出て、室内を巧ずおそれびありまず。 




点义しにくい場合は 

•点义ヒーター付近か 5 白煙が出て点义しにくいとさは、 
点义レバーをかし戻ずと点义しやずくなりまず。 
点义ヒーターのフィラメントを、しんか 61~1 .已 mm 
離ずのが一番点义しやずい位置でず。 

参点火操作をしたとを、点火ヒーターの赤熱び不充分で 
点火しにくい場合は、新しい乾電池〔単二あ乾電池: 
2 個〕をご購入のラえ交換して使用してください。 

リ4 1度雨■前由華漏 I 乾電池を取り付ける I 参照) 


4 
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燃焼筒のセットを確認ずる。 

点火操作後、扉を開けが炎筒つまみ 
を左もに2〜3回動かし、燃焼筒び 
正しくしん調節器にセットされて 
いるか、しんの上にのつていないか 
を必ず確かめて < ださい。燃焼筒び 
正しくセットされていないと、異常 
燃焼し、火災になるおそれびあります。 

扉を閉める。 

扉を閉めてください。扉を開けたまま使用すると、風の 
該響を5けて異常燃焼を起こすおそれびあります。 



•火び着いたことを確認したら、 

外炎筒つまみを左ちに2〜3回 
動かし、燃焼筒び正しくしん 
調節器にセットされているか、 

しんの上にのっていないかを必ず 
確かめて<ださい。燃焼筒び 
正しくセットされていないと、 

異常燃焼し、火災になるおそれび 
あります。 

•火び着いたことを確認したら、しん調節つまみを 
少しだけ(点火した火び消えない程度に)消火のち向に 
回してみて、引っかかりびな<スムーズにしんび 
下げられることを確認してから、もラー度しんを上げて 
使用してください。 

しん調節つまみびスムーズに回らなし化きは、燃焼筒を 
持ち上げて、しんを完全に下げてから、点火操作を 
始めからやり直してください。 

4扉を閉める。 

扉を閉めてください。扉を開けたまま使用すると、風の 

影響を5けて異常燃焼を起こすおそれびあります。 






















































固使いかた 


炎の調節のしかた 


/ 

A 警告 

V_ 

巧類などの乾燥には使用しないでください。 

巧類が乾燥ずると、ストーブの熱気でゆれて落下して义げつき、义災の原因になりまず。 

禁止， 

( 

A ま意 

参やかんやなべなどをのせた場合は、細むのま意をしてください。 .' 

振動や接触によって、やかんやなべなどの熱湯がこぼれ、やけどをしたり、ガラスが筒が 
割れたり、異常燃焼(立炎)の原因になりまず。 /1\ 

♦のきこぼれたり、煮こぼれたりした場合は、お買い巧めの販売店に点検を依頼してください。 , 守 C 、 

ガラスが筒が割れたり、ストーブの故障の原因になりまず。 


施尚 ■ 


•炎の調節は、しん調節つまみを回しておこなってください。 

•しん調節つまみを回して炎を調節するとをは、«3?娜細のイラストをよく見て、必ず正常燃焼の範囲で使用してください。 


最大正常燃焼のときの炎の長さは、内炎板から1〜 2 cm です。 


r 異常 

正 

常 

正 常 

臭 常 


炎 V 

内が椒 

\ 1〜 2 cm ( ^ 



X 

り 





しんび上びり過ざ 

(炎び大を < なりすざている） 

最大正常燃焼 

最小正常燃焼 

しんび下がり過ぎ 

(炎び出ていない） 

すすや一酸化炭素び 

1 をく発生する 

炎び内炎板から 
^〜2 cm 出る状態 

炎び内炎板から 
出ている状態 

においや一酸化炭素び 
を<発生する 


@炎の大きさは上図のように、正常燃焼の節囲で使巧してください。 

•点火後2分ほどで、炎び上びってをます。しばら<すると炎び長<伸びてをます。炎び勢いよ< 
環状に、斜め上方に燃え上びるのびよい状態です。 

•室内温度び上昇して炎び大をくなりすざて、すすび出ることびありましたら、しんを下げてがを 
調節してください。 

•燃焼中は、とをどを炎を見て、正常燃焼であることを確認してください。 

正常燃焼でないとさは、《の調節をして < ださい。 

•炎は全周巧一には揃いません。上図 脚ぶ F 淵 の絵のよラに前後左右に伸びた炎の長さは、 
それぞれ異なりますび、その比率び]巧2<らいでち正常です。 



义力を弱くする場合の注意 


♦火力を弱くした場合でち、炎び内炎板から出ている状態で使用してください。 

•あまり火力を弱くすると、におし)や一酸化炭素びをく発生し、しんにタールび付着し消火時間び長くなります。 

•炎の大ささは、使用時間の経過につれて燃焼筒の酸化、耐熱しんの劣化によってルさ < なってをます。 

しん調節つまみを回してしんをいっぱいに上げても、燃焼筒やしんの劣化などで炎び大きくならなしたきは、〇 r (呆管 作 2 しんの 
手入れをずる」 の項を参照して、しんの手入れをしてください。 

參変質な油や不純な油などの不良灯油を使用してしまい、しんに夕ールび付着したり、水を含んでしまったときは、炎び大きくならないととも 
に、しんの上下操作び重くなります。このようなときは、 II 111 保管]にしんの手入れをずる」 の項を参照してしんの手入れをしてください。 


消义のしかた 


通常の消义の場合 


1しん調節つまみを、 r 消义」の方向へゆっくりと回ず。 

しん調節つまみを r 消火」のち向（〇)へゆっくり止まるまで回してください。（速く回すと 
においび出やす<な0ます。） 

P 消义を確認する。 

•におし馆少なくするため、約]〜已分程燃焼谈び一部残る）して消乂します。 

参消火操作後は、火び確実に消えたことを必ず確認して < ださい。 



緊急の消义の場合 


d ) 緊急消义レ/ K - を巧し下げる。 

•急速に消火させるため、においやすすび発生することびあります。 

火び確実に消えたことをおず確認してください。 

•緊急消义レバーを巧し下げてち、しんが下が S ず、消义でさない場合は、しん調節つまみを 
強く r 消乂」のち向 （ 〇 ) に回して、しんを下げてください。 

それでちしんが下が5ない場合は、义が消えるまで燃やしきってください。 



























































•時間にま格びなし觸合は、天板の巧からコップ 2 杯 (400 m が呈段の水をかけて消火してください。 


水をかけると水蒸気び出た D 、 ガラス外筒び割れることびあ D ます。あわててヤケドをしないように、 
手袋をはめるか、手にタオルを巻くなどしてからおこなってください。また、後で油タンク内の水の 
入った口油を抜き、しん交換び必要です。 


しんを下げ日れない原因は、しんに夕ールげたまつていたり、水を含んでいることがありますので、因]區宣 J 
にしんの手入れをする」を参照して、しんの手入れをおこなラか、新しいしんに交換してください。 


-お願い- 

消火後、約已分間は再点火しないで<ださい。燃焼筒び;令えないラちにしんを上げると、生ガスび 
発生し、激しい臭気び出たり、点火しないことびあります。 


、 

天板の巧 



固安全装置 



巧震自動消义装置 


•ストーフび地震(震度約已 li (上)や強い振動、衝撃を受けたとを、火災などのを険を防ぐために自動的に消火させる安全装置です。 
•しん調節つまみを「点火」の方向にゆっくりと止まるまで回すと、自動的にセットされます。 

•地震によって作動した場合は、周囲の可燃物びたおれていないか、機器の損傷はないか、な油びこぼれていないかなど 
異常びないことを確認した後、再点火して < ださい。 


-お願い- 

燃焼中に、巧震自動消火装置び働いた場合は、消火時のにおいび強く発生します。 


图点検•手入れ 


点検•手入れのしかた 


点検ず入れをおこなうときは 


•ストーブを消'义し、本体の温度が巧分に下がってか6おこなってください。 
参手をけがしないよラに手袋をはめて、おこなってください。 

参対 震 自動消'义装置の取りはずし、分解はおこなわないでください。 

参必ず乾電池を、電池ケースか5取りはずしてか5おこなってください。 


A お亂 A 


点検箇所 

点検内容 

処置ちま 

ス1■'ーブの 
周囲 

参ストーブの周囲に可燃物や障害物びありませんか。 

[乂巧の原因になります] 

•常に整理•掃除をし可燃物をストーブの周囲に 
置かないで<ださい。 

油こぼれ 
油たま0 
油にじみ 

参油タンク、置台の表面に、油びこぼれたり、たまったり、 
にじんでいませんか。 

[火災の原因にな0ます] 

•こぼれた0、たまった0、にじんだ油はをれいに 
ふを取ってください。 

油漏れ 

参ミ由漏れはありませんか。 

[火巧の原因にな0ます] 

•油び漏れている場合は、すぐに使用をやめ、お買い 
ホめの販売店に修理依頼をして < ださい。 

ガラスが筒 

•欠けたり、割れたりしていませんか。 

[異常燃焼の原因になります] 

•新しいガラス外筒に交換してください。 



点検箇所 

点検内容 

処置ちま 

ほこ0 

削餘巧入部 
(しん顯筒下弧 

参置台にほこ0びたまっていませんか。 

参置台の上に物び入0こんでいませんか。 

[異常燃焼や火災の原因になります] 

•置台を取りはずし、たまったほこり、ごみなどを 
掃除機で吸い取ったり、雑巾などでふさ取って 
ください。 











































































因点検•手入れ 


点検•手入れのしかた 

■ 圆ミ IW ■ 团 WM 


点検箇所 

巧 震 自動 
消义装置 


油タンク 


点 义 
ヒーター 


乾電池 


燃焼筒 


しん 


_ 点検内容 _ 

•しん調節つまみを回してしんを上げてから、置台を 
ゆすると、巧震自動消火装置び作動します。そのとを 
しんび下びりますか。 

[確実に消火することを確認] 


•ミ由タンクに水やごみびたまつていませんか。 

[しん上下の操作び重 < なったり、鐘や油漏れの原因に 
なります] 


_ 処置ち法 _ 

参しんび完全に下びらない場合は、しんの項の点検を 
してください。 

参販売店に修理依頼をして < ださい。 


参給油□ふたをはずして、市販の 
給油ポンプなどで、油タンクの 
中の水やごみを、吸い出して 
<ださい。 



•点火しない。あるいは、点火しにくくあ D ませんか。 
[点火 ヒーターを 点検] 


〇 

IF 常 

フィラメント 


点义ヒーター 





L 1 


X 

X 

X 

1 

V 

1 

1 

1 

1 

巧 か 

t 


•点火ヒーターのフィラメントは充分に赤くなって 
いますか。 

[乾電池の電圧(消耗)点検] 


•点火ヒーターのフィラメントび変あしている場合は、 
必ず電池ケースから乾電池を抜いて阳障隔 交換® 
しかた' I 点义ヒ~夕~の交換の 
しかた 1 を参照して本体をはずし 
てから、マッチ棒などで図の 
よラに軽く修正してください。 

•変形びひどいちのや、断線して 
いる場合は新しい点乂ヒーター 

_に交換してくださし、。_ 

•赤熱不足の場合は、两 恒用前の華墙乾電池を取り 
付ける I を参照して、新しい乾電池に交換して 
<ださい。 



•燃焼筒の細かい巧に燃えかすや、すすび付着して•ブラシなどを使って、燃えかすや、すすを取り除を、 
いませんか。 をれいに掃除してください。 

[異常燃焼の原因になります] 


•しんの先端にタールび付着して、固くなっていません 
か。 

しんにタールび付着していると、;夕のよラな不具合が 
発生しまず。 


参消火操作をしても、しんび下びらず、消火しない。 
•しん上下の操作び重 <、スムーズにでをない。 

参点火操作をしてち、点火しない。 

参炎び大をくならなかったり、燃焼中ににおいびする。 


•夕ールび付着している場合は、の 低 管 I にしんの 
手入れをずる」 に従って、しんの手入れをおこなって 
ください。 

-お願い- 

•しんの手入れは、風のあたる場所ではおこなわないで 
<ださい。 

•しんの手入れ中はにおいびしますので、部屋の 
換気をしてください。 

•しんの手入れをおこなってち効果のない場合は、 
新しし)しんに交換してください。 



点検箇所 

点検内容 

処置ち法 

点乂装置 

•点火装置の作動はスムーズですか。 

[点火不良の原因にな0ます] 

•点火装置に付着したごみやほこ0は、防鐘潤滑剤 
( CRC 諷をかけてから、きれいな巧でふき取ってください。 

参 I 10 H 部品交換のしかた II 点义ヒーターの交換のしかた1 を 

参照して、本体を取りはずしてから手入れをして 
<ださい。 

•鐘びをいちのや、巧れび取れず作動び悪い場合は、 
お買いホめの販売店に修理を依頼して<ださい。 


图定期点検 


長期間使用されますと、機器の点検び必要です。2年に1回程度、シーズン終了後などに、お買いホめ店、または、修理資格者 
[(財)曰本石ミ由燃焼機器保守協会 ( TEL .03-3499-2928) でおこな5技術菅理講習会修了者(石油機器技術管理±)など]のいる店 
などに点検依頼されることをおすすめします。 




















































































图故障 • 異常の見分けかたと処置方法-修理を依頼される前に- 
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処置方法 


しんの出過ぎ。 

〇 


〇 


〇 






しんを下げて、炎を調節ずる。 

し 

しんの出び少なし、。 

〇 

〇 



〇 




〇 


新しいしんと交換ずる。 

ん 

油タンク内に水び入っている。 

しんび水を含んでいる。 

〇 

〇 





〇 

〇 

〇 


しんの手入れをする。または、新しいしんと 
交換する。 


しんにタールびついている。 

〇 

〇 


〇 

〇 


〇 

〇 

〇 


ミ由タンク内の巧油を正甫な打油し父換ずる。 

内 

炎 

筒 

知 

外炎筒びしんの上にのっている。 



〇 


〇 

〇 

〇 




点火してか5必ず外 炎 筒つまみを持って左ちに2〜3回動かず。 

内炎筒•が炎筒の変形。 



〇 


〇 

〇 





巧炎筒•が炎筒にガタツキびないか、真円に 
なっているか確認する。（変形している場合は 
販売店に連絡する。） 

が 

筒 

しん調節器と外炎筒との間にすさ間び 
あな。 



〇 


〇 

〇 





しん調節器の上面に夕ールびついていないか。 
または外炎筒下部に不揃いびないかを調べる。 

が聋 

筒ス 

欠けた0、割れたりしていませんか。 



〇 


〇 

〇 





ガラス外筒を交換する。 

燃 

灯油び変質している。（ミちれた油や 
ポ1」容器で1年間持ち越した油など） 

〇 

〇 


〇 

〇 


〇 

〇 

〇 


正常なな油に交換する。 

新しいしんと交換する。 

料 

灯油び水やごみを含んでいる。 

〇 

〇 





〇 

〇 

〇 


正常な灯油に交換する。 

新しいしんと交換ずる。 

乾 

iHli 

巧 

池 

乾電池が消耗している。 

〇 










新しし唯電池に交撰する。 

正しく入れていなし、。 

〇 









〇 

正しく入れ直す。 

点 

、人 

点火装置のコードびはずれている。 

〇 










コードびはずれていると舌は正し < 差し込む。 
その他は販売店に連絡する。 

接 

置 

点火装置びショート(短絡)している。 

〇 









〇 

ショートしないよラに直す。 

不明の時は販売店に連絡ずる。 

す点 
す火 

点火ヒーターのフィラメントの形状び 
正常でない。切れている。 

〇 










1 7 II 点検 •手入れ II 点火 ヒーター 1 を霉照し 
フィラメントを修正する。 

点火ヒーターを交換する。 

置 

、台 

置台に、ごみ、ほこ0びたまっている。 



〇 








置台を掃除する。 , 


、台 I im 口‘ し、 c_uy、i ひ》か JLUi か。 I I I v-y I I I I I I I I じ]のドルゴが。 ゾ 

この表!;(外の不具をがあるとを和、処置方法により処置をしてち良<ならないとさま、使用を中止し、お買い求めの販売店にご相談<ださい。 


画部品交換のしかた 


参しんなどの交換部品は必ずトヨト S 純正部品(指定された部品)を使用してください。 

•替えしん、点义ヒーター、ガラス州奇、内炎筒、が炎筒などの交換部品り‘泌要な場合は、お買い巧めの販売店までお問い合わせください。 
♦部品び販売店にない場合は、別紙の r お客様相談窓 □一覽1 までお問い合わせください。 

インターネットでの部品購入は、 http :// toyotomi . shop 1 4. makeshop . jp / をご覧ください。 


. 部品交換のとをのま意 . 


•ご自分で部品交換される場合は、下記の項目を守り、やけど、けがなどしないようま意しておこなってください。 

①手をやけどしないよラに、ス I -ーブは消火し、温度び充分下びるまで待ってください。 

③乾電池は必ず電池ケースからはずしてください。 

③手对ブびしなしなうに、手袋をはめてください。 

参不完 をな修理はを険でず。お買い巧めの販売店か、（財）曰本石油燃焼機器な守協会でおこなラ技術管理講習会修了ち 
(石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理を依頼されることをおずずめしまず。 


トヨストーブ純正適合しん I トヨ耐熱しん第の種 ( TTS -23) I 商品コード:110吕已吕07 I 

しんの交換ち法•注意内容は、トヨ耐熱しんに添付されている取扱説明書をお読みください。 



糖 I こ合格したし AJ 。だのマづび 
貼ってあります。 マークの 色をは、 
白地に赤インクで表示されて 
います。 


ガラスが筒の交換のしかた 


ミちれびふき取れな < なったり、欠けたり、割れたりした場合は交換してください。 

I ガラス外筒 I 商品コード:1201已102 I 

1 团 傾用前の準偷 I ストーブを取りおず] の 2 項を参照して、つり手を取りはずしてから 
天板ガードと天板を取りはずしてください。 

ク古しがラスが筒を取り出し、新しし化のと交換し、元通りに取り付けてください。 



お願い 


が炎筒•内炎筒の交換のしかた 


外お筒[商品コード: 12015825] 田お筒 I 商品コード:1201日 B 06 


ガラス外筒には上下びありまず。ぼかしの入 
つている側を下にして取り付けてください。 


外炎筒•内炎筒の構成部品び、変形していたり、ひずんだ D 、 破損した場合は、お買いまめの販売店、または別紙の I お客様相談窓 □一覽 I 
までお問い合わせ < ださい。 


乾電池の交換のしかた 


•团 使用前の準備 1 衝電池を取り付ける 1 を参照して、おず2個とも巿版の新しし備電池逆二お乾電池〕に交換してくださし、。 

参取りはずしたちい乾電池は、表示してある使用推奨期限内は、電池能力び残っていれば他の製品に使用でをますので、再利用 
されることをおすすめします。 




































































点义 ヒーターの 交換のしかた 


点义ヒーター商品コード 


. 11027112 
•(緑パック） 


点火ヒーターの交換をするとをは必ず、乾電池を電池ケースから取りはずしてください。 
乾電池を入れたままおこないますと、やけどをすることびあります。 


1本体の止めねじ3本を取り 
■ はずし、本ィ巧ぶへ持ち上げて' 
取りはずして<ださい。 

2 片手でヒーターホルダーを 
つまみ点火ヒーターを押しつけ 
なびら回して、ヒーターホルター 
から抜を取ってください。 



本体をかぶせ、外炎筒を正し< 
しん言獅勘上 I このせて、本做止咖じ 
3本で取り付けてください。 



3 


片手でヒーターホルターをつまみなびら、点义ヒーター 
新しい点火ヒーターの凸部をヒーターの凸部' 
ホルダーの溝を通すよラに入れたら、 

押しつけなびら回して、点火ヒーター 


-の凹部 



ヒーター ホルダー b 
ヒーター ホルダーの溝\ 


の凸部を、ヒーターホルダ- 
にはめ込んでください。 

点义ヒーターのフィラメントに、指を触れて変おさせない 
よラにミち意してください。 


5 


6 


扉を開け、夕1■炎筒つまみを持って 
軽く左もに2〜3回動かし、外炎筒び 
しん調節器の上に正し < セットされて 
いるか、しんの上にのっていないか 
を必ず確かめて< ださい。 

乾電池に個)を、電池ケースに笛台を 
正し <合わせて入れてください。 



田]保管(長期間使用しない場合) 



長期間使用しないときまたは保管ずるときは、必ずな油を抜いて、電池ケースか5乾電池を 
取りはずしてください。 

傾けたり、横倒しの状態では巧管しないでください。 

义災のおそれがありまず。 


〇 

指示 


1油タンク內の巧油を巧き取る。 

•油タンクの給油□面たをはずし市販の給油ポンプの吸込側を油タンクに差し込んで、油タンク内 
のなミ由を抜を取ってください。 

•ミ由タンクに水やごみび残ったままな管すると、鐘や油漏れの原因になります。をれいなな油で 
すすぎ洗いをして < ださい。 

2しんの手入れをずる。（か5焼きクリーニング） 

-お願い-V 

参しんの手入れは、風びあたる場所ではおこなわないでください。 

•しんの手入れ中はにおいがしまずので、部屋の換気をおこなつてください。 


①岡 悟 B 品交換のしかた 1 r 点义ヒーターの交換のしかた 1の1項を参照して本体を取りはずし、 
しんの先端び固くなっている時は、ラジオペンチなどで固い部分を軽くつぶしてから 
おこなってください。 

③前項！の手順でミ由タンクの打油を抜を取ってください。 

③ 本体を元通りに取り付けてください。 

④ 通常の点火操作をして、正しぐ燃焼させてください。 

⑥火力びルさくなったら、しんを一杯に上げて自然に消火するまで燃やしきってください。 

-感震部の点検•手入れをおこなう- N 

•ごみやほこりびついていたら、やわらかい巧できれし)にふき取ってください。 

参鐘び多量に発生してし、る場合は、お買しぶめの販売店に修理を依頼してください。 

•ストーブ内の巧れは、濡れた巧でふいて落とし、乾いた巧で水気を取 D 除いて < ださい。 




Q 置台を取りはずし掃除する。 

W ミ由タンクを矢印のち向に回して置台を取りはずし、置台の上のほこりや巧れを取り除してください。 

取りはずした置台は、必ず元通りに取りつけてください。 

A 電池ケースから乾電池を取りはずす。 

T 乾電池を取りつけたままな管すると、液漏れしてストーブを腐食させることびあります。 


油タンク 



R 緊急消义レバーを押し下げる。 

W 巧震自動消火装置を作動させ、しんを下げた状態にして<ださい。 

R 収納ずる。 

包装箱に入れて、湿気の少ない場所にな管して < ださい。 
r 取扱説明書」 ち忘れずに大切にな管して < ださい。 


-お願い- 

参高温を湿、直射日光の当たる場刷こは、保管しないで 
<ださい。鐘び出たり、樹脂部品が変形ずる原因に 
な0まず。 

♦ I 打油の廃棄処分は、 I 打油をお買い巧めになった 
販売店にご相談 < ださい。 


•な油は変質を防ぐため、翌シーズンに持ち越さない(使いきる)ようにしてください。 

•取りはずした乾電她ま、表示してある使用推奨期限内は電池能力び残っていれば他の裂品に使用できますので、再利用されることを 
おすすめします。 




































































圆廃棄するとき 


mi l 巧管(長期間使用しない場合 ） I の1項を参照して、油タンク内の灯油を抜を取り、電池ケースから乾電池を取りはずして、各自 
ミ台体の指導に従って廃棄して < ださい。 


圆仕様 


^型式の呼び 

RI -2 己 C 

外巧寸法 
(置台を含む） 

高さ 

48己. 7 mm 

種 類 

自然通気お開放式石油ストーブ 

幅 

388 mm 

しん式-自然対流お 

奥行 

388 mm 

点火方式 

電池点火〔単二形乾電池2個-別売〕 

質 量 

約己. 2 k 巨 

点火 ヒーター 

商品コード ] ]027] ]2 

しん 

種 類 

普通筒しん 

品番 ] 己3]0日30]4 

トヨ耐熱しん第23種 ( TTS -23) 

使用燃料 

巧ミ由 ( J 旧1号） 

呼び 

寸法 

内径 

巨已 mm 

最大燃料消費量 

2万 kW (0.243 L / h ) 

厚さ 

2.5 mm 

暖房出力 

2.己 kW 

吸上量 

200% 

ミ由タンク容量 

4.目 L 

安全装置 

巧震自動消火装置(しん降下式） 

レお焼継続時間 

約20時間 




回アフターサービス 


保証について 


•巧証書は販売店で所定事項を記入しておミ度ししまずので、記載内容をご確認のうえ大切に巧管してくださし、。 

参な証期間は、お買い巧めの曰より1年間でず。 

-お願い- 

なのよ5な原因による故障および事故につをましては、な証の対象となりませんので注意してください。 

(1) 変質なミ由や不純好ミ由などの不良灯油、また灯油(がの燃料を使用したための故障や事故。 

(2) ほこりや巧れなど、手入れのゆをとどかなかったために起こった故障や事故。 

(3) 純正部品し U がのちのを使用した D 、 しんにタールび付着したり、水を吸ったり、乾電池の電圧不足や、点火ヒーターの 
断線による故障。 

(4) 消耗品(乾電池、しん、点火ヒーター)の故障。 

(已）この取扱説明書や、本体貼付ラベル類によるを険•警告'ま意•お願い事項び守られず、誤った使い方をされた場合の 
故障や事故。 

•その他詳細のな証内容については、な証書の記載内容をご覧ください。 


修理を依頼ずるとを 


♦间 商障•異常の見分けかたと処置ちま I に従って、処置をおこなってください。 

直らないとをは、使用を中止し、おずお買いホめの販売店に修理を依頼してください。 

参下記の事項を連絡して < ださい。 

①品名' ''石ミ由ストーフ(自然通気お開放式石油ストーブ） 

③型式の呼び… RL -2 已 C 

③ お買いホめ年月日 

④ 故障の状況(できるだけ具体的に） 

⑥おなまえ.おところ.電話番号 

♦修理に際しましては、な証書を提示してください。保証書の規定に従って、販売店び修理させていただをます。 

•保証期間び過ざていてち、依頼によ0有料で修理させていただをます。 

♦修理料金は、技術料,部品代.出張料などで構成されています。 

♦修理'弓 I 越しなどで、ストーブを運搬される場合は、電池ケースから乾電池を取りはずして、油タンクの灯油を抜してください。 
運搬の途中に灯ミ由びこぼれ、周囲を巧すおそれびあります。 


補修用性能部品について 


•石ミ由ス I -ーブの補修用性能部品のな有期間は製造な切り後6年です。 

•補修用性能部品とは、裂品の機能を維持するために必要な部品です。 

(D 消耗•劣化する部品 

•使用期間により、交換•メンテナンスび必要な部品…しん、点火ヒータ ー 

•変質なミ由、不純なミ由などの不良打油の使用で劣化しやすい部品…しん、点火ヒーター 


故障•修埋の際の連絡先 


アフターサービスについてご不明な点は、お買い巧めの販売店、または、 I お客様相談窓已=^1 (別紙参照）まで 
お問い合わせください。 



















































i - ai - s 石油ストーブ保証書 


本保証書は、本書記載内容により無料修理をおこなラことをお約束するちのです。 

お買いホめ曰から下記期間内に故障が発生した場合は、本書をご提示のラえ、お買いずめの販売店に修理をご依頼 <ださい。 


/ 

型式 RL -2 日 C 

保証期間お買い巧め曰より 1 年間 

※お買い巧め曰 

年 月 

曰 

※お客様 ご芳名 


様 

干 □□□-□[ 

] 田 


ご住所 



〔電話 

( ) 

] 

\ 


ノ 


(※印欄に記入びない、あるいは購入•支払いを証明するものびない場含は 
無効とな D ますか5必ずご確認 <ださい。） 


※販売店名•住所•電話番号 


瞧名ち屋市瑞穂区桃園町5蚕17号 
で^エ V でた L 干 467-08 已已。〇已 2-822-1 144 


【無料修理規定】 


1 . お買いホめ曰から上記な証期間中に、取扱説明書、本体 
貼附ラベル等の注意書に従った正甫な使用状態で故障した 
場合には、本書記載内容により、お買いホめの販売店 
または当社び無料修理致します。 

2. 無料修理をお受けになる場合は、本書あるいは購入日- 
支払いを証明するちのをご提示のラえ、お買いホめの 
販売店または当社にご依頼<ださい。 

3. ご転居やご贈答品等でお買いホめの販売店に修理を依頼 
でさない場合は、当社までお問い合わせください。 

4. な証期間内でち、なの場合は有料になります。 

(イ）取扱説明書、本体貼附ラベル等のま意書に従わない 
使用上の誤り、及び不当な修理や改造による故障及び 
損イ f 

(□) お買いホめ後の器具の転倒、落下、衝撃、輸送等による 
占女障巧巧員伊 

(八）火災、地震、水害、落雷、その他の天災地を、公害その他 
の環境要因による故障及び損傷。 

(二）指定し U 外の燃料、または変質灯油や不純な油などの 
不良灯油を使用された場合に生じた故障や損傷。 

(ホ）一般家庭巧しツが(例えば、温室や業務用の使用、車輛' 
船舶への搭載など)に使用された場合の故障及び損傷。 

(へ）部品の消耗による故障や損傷、部品交換及びメンテナンス 
用 

(卜）本書にお買いホめ年月曰 • お客様名 • 販売店名の記入の 
ない場合、あるいは字句を書を替えられた場合。通信 
販売等で購入され、それを証明する商品の送り状- 
支払明細書の提示びない場合。ネット販売を利用した 
個人売買品や譲渡品、中ち品(再生品)の場合。 

(チ）修理のご依頼に際して本書のご提示びない場合。 


5. 本書は日本国内においてのみ有効です。 

己.本書は再発行致しませんので、紛失しないよ5に大切に 
な管して < ださい。 

♦このな証書は、本書に明示した期間、条件のちとにおいて 
無料修理をお約束するものです。従ってこの保証書によって、 
イ呆証書を発行している者（保証責任者）、及びそれ Li ! 外の 
事業者に巧するお客様の法律上の権利を制限するちのでは 
ありませんので、保証期間経過後の修理等についてごす明の 
場合は、お買いまめの販売店または、最寄りの当社支店- 
営業所にお問い合わせください。 

•イ呆証期間経過後の修理、補修用性能部品のな有期間について 
詳しくは、取扱説明書の r アフターヴービス」の項をご覧 
ください。 

参お客様の個人情報は、当社規定により、厳格に管理します。 
保証期間内のサービス活動、及びその後のま全点検活動の 
ために利用させていただ<場合びありますので、ご了承 
ください。 


修理メモ 


株式会社 i-ai-s 

ホームぺージ http://www.toyotomi.jp 

本社干 467-08 已已 
名古屋市瑞穂区桃園町5番] 7号 
フ U - コール 0] 20-] 04-] 已 4 
TEL 〈〇已2〉 822-1] 44 
FAX 〈〇已2〉 822-2742 



















